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績
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『
績
松
葉
集
』
は
江
戸
初
期
に
生
き
た
京
都
の
商
人
、
内
海
（
六
字
堂
）
宗
恵
の
家
集
で
あ
る
。
四
巻
四
冊
か
ら
成
っ
て
お
り
、
巻
第
一

か

ら
巻
第
三
ま
で
に
は
和
歌
、
巻
第
四
に
は
和
文
七
編
が
収
め
て
あ
る
の
で
家
集
よ
り
は
歌
文
集
と
称
す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
宗
恵

は

家
業
に

勤
む
傍
ら
五
歳
を
費
し
て
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
に
は
一
万
一
千
余
首
を
有
す
る
膨
大
な
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
（
以
下
の
記

述
で

は
『
松
葉
集
』
と
略
称
す
る
）
十
六
巻
（
目
録
一
巻
、
本
文
十
五
巻
）
を
編
纂
し
、
板
行
の
功
を
終
え
て
い
る
。
そ
の
名
所
和
歌
集
編
纂
の

副
次
的

所
産
と
も
言
い
得
る
『
績
松
葉
集
』
は
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
板
行
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1

　
か

つ

て
、
小
高
敏
郎
氏
は
久
し
く
不
詳
で
あ
っ
た
宗
恵
像
の
陰
驕
を
払
拭
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
劃
期
的
な
御
高
論
を
呈
さ

れ

た
。
殊
に
、
「
略
伝
」
の
中
で
縷
述
さ
れ
た
宗
恵
の
生
没
・
家
系
・
家
族
な
ど
に
関
す
る
そ
れ
は
、
充
分
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

『
績
松
葉
集
』
巻
第
三
、
巻
第
四
に
所
収
さ
れ
て
い
る
和
歌
や
歌
文
の
中
に
は
、
小
高
氏
の
論
拠
と
し
て
資
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
本
稿
で

は
、
『
績
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
、
内
容
の
紹
介
と
他
文
献
に
所
収
さ
れ
て
い
る
和
歌
の
検
討
を
通
し
て
の
二
、
三
の
問
題
に
つ

い

て
述
べ
て
み
た
い
。
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二

　
『
績
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
に
関
し
て
『
國
書
線
目
録
』
に
徴
す
れ
ば
、
写
本
と
版
本
と
が
伝
存
す
る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
写
本
に
よ

る
伝
本
の
存
在
は
認
め
得
ず
、
版
本
の
み
が
現
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
年
時
か
ら
推
す
る
に
、
元
来
版
下
と
な
っ
た
写
本
は

存

し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
、
披
見
し
得
た
延
宝
二
年
（
＝
ハ
七
四
）
開
板
本
四
本
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

　
　
　

　
　
←

神
宮
文
庫
蔵
本

書
型
　
大
本
、
四
巻
四
冊
。
体
裁
、
繰
色
表
紙
無
模
様
。

　
　
　
縦
二
七
・
三
糎
、
横
一
九
・
六
糎
。
楮
紙
袋
綴
。
全
冊
右
下
に
「
共
四
冊
」
の
朱
書
あ
り
。

題
策

　
表
紙
左
肩
双
辺
に

「
績
松
葉
集
第
一
名
締
（
第
二
名
鏑
）
」
、
「
績
松
葉
集
第
三
（
第
四
）
」
の
印
行
題
籏
を
貼
る
。

内
題
　
「
績
松
葉
集
第
一
（
～
四
）
」
。

尾
題
　
「
績
松
葉
集
第
一
（
～
三
）
終
　
六
字
堂
宗
恵
」
。
但
し
、
第
四
に
は
な
し
。

匡

郭
　
四

周
単
辺
。
巻
第
一
・
巻
第
二
、
縦
二
三
・
八
糎
、
横
一
七
・
七
糎
。
し
か
も
、
読
合
す
べ
き
景
物
等
と
名
所
及
び
証
歌
と
の
間

　
　
　
に

は
、
単
罫
の
匡
郭
を
施
し
て
区
別
し
て
い
る
。
巻
第
三
、
縦
二
三
・
五
糎
、
横
一
八
・
○
糎
。
巻
第
四
に
は
な
し
。

柱
刻
　
丁
付
、
柱
刻
は
な
し
。
丁
付
は
匡
郭
外
右
下
（
腹
）
に
あ
り
、
巻
第
一
は
ニ
ノ
一
（
～
十
）
L
ま
で
が
陰
刻
、
以
降
「
一
ノ
十
一

　
　
　
（
～
舟
九
終
）
」
の
陽
刻
、
巻
第
二
は
「
ニ
ノ
一
（
～
舟
二
終
）
、
巻
第
三
は
「
三
ノ
ニ
～
廿
六
終
）
」
（
但
し
、
「
廿
五
」
の
み
陰
刻
）
の
陽

　
　
　
刻
、
巻
第
四
は
他
の
巻
々
と
ほ
ぼ
同
位
置
に
「
四
ノ
一
（
～
舟
五
終
）
」
の
よ
う
に
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

丁
数
　
各
巻
に

よ
り
差
異
が
あ
り
、

　
　
　
巻
第
一
　
三
九
丁
（
目
録
一
丁
、
本
文
三
八
丁
）



刊
記

印
記

巻
第
二
　
三
二
丁

巻
第

三
　
二
六
丁
（
一
丁
オ
に
部
立
、
本
文
二
五
丁
）

巻
第
四
　
三
五
丁
三
丁
オ
に
目
次
、
本
文
三
四
丁
）

本
文
、
巻
第
一
～
巻
第
三
は
十
二
行
、
巻
第
四
は
十
行
ど
り
。
但
し
、
目
録
・
部
立
・
目
次
な
ど
は
該
当
し
な
い
。

板
元
、
抜
文
の
奥
（
巻
第
四
、
三
五
丁
ウ
）
に
、

「
延
賓
二
年
寅
の
は
つ
き
は
し
め
つ
か
た
あ
る
に
し
た
か
ふ
軒
端
に
て
は
し
り
書
侍
る
吉
野
屋
惣
兵
衛
板
行
」
（
口
絵
第
五
図
参
看
）

と
あ
る
。

各
巻
初
葉
右
上
に

「
林
崎
文
庫
」
の
方
形
朱
陽
印
、
右
下
に
「
林
崎
文
庫
」
の
子
持
枠
長
方
形
朱
陽
印
を
、
巌
裏
見
返
し
に
「
天

明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納
　
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
　
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
」
の
献
納
本
の
長
方
形
印
を
捺

す
。
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二
　
内
閣
文
庫
蔵
本

　
　
く

書
型
　
大
本
、
四
巻
四
冊
。
体
裁
、
標
色
表
紙
無
模
様
。
縦
二
六
・
九
糎
、
横
一
九
・
四
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

題
籏

　
表
紙
左
肩

双
辺
に

「
績
松
葉
集
第
一
名
嫡
（
第
二
名
緬
）
」
「
績
松
葉
集
第
三
（
第
四
）
」
と
あ
り
、
巻
第
一
の
み
が
原
題
蒼
で
巻
第
二
か

　
　
　
ら
は
後
世
の
修
補
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

内
題
　
尾
題
・
匡
郭
・
柱
刻
・
丁
付
・
丁
数
は
各
々
神
宮
文
庫
蔵
本
に
同
様
で
あ
る
。

刊
記
　
板
元
、
刊
記
は
神
宮
文
庫
蔵
本
に
同
様
、
板
元
は
「
西
洞
院
通
二
條
上
ル
町
　
内
海
与
兵
衛
板
」
（
口
絵
第
六
図
参
看
）
と
あ
る
。

印
記
　
各
巻
初
葉
に
上
か
ら
「
書
籍
館
印
し
の
方
朱
陽
形
印
、
「
淺
草
文
庫
」
「
和
學
講
談
所
」
の
子
持
枠
長
方
形
朱
陽
印
、
ほ
ぼ
中
央
部

　
　
　
に

「
日
本
政
府
圖
書
」
の
方
形
朱
陽
印
を
捺
す
。
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三
　
香
川
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
零
本
）

　
　
（

書
型
　
大
本
、
二
巻
二
冊
。
体
裁
、
紺
色
無
地
紙
表
紙
。
縦
二
七
・
○
糎
、
横
一
九
’
五
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

題
籏
　
左
肩
に

原
題
籏
落
剥
の
痕
跡
が
あ
り
、
そ
の
上
に
「
績
松
葉
集
　
第
壱
（
弐
）
」
と
う
ち
つ
け
書
き
に
な
っ
て
い
る
。

内
題
　
尾
題
・
匡
郭
・
柱
刻
・
丁
付
・
丁
数
は
各
々
神
宮
文
庫
蔵
本
に
同
様
で
あ
る
。

刊
記
　
板
元
、
巻
第
四
が
存
せ
ず
な
し
。

印
記
　
各
巻
表
紙
見
返
し
に
、
上
か
ら
「
香
川
大
学
附
属
圓
書
館
」
の
方
形
朱
陽
印
、
「
神
原
文
庫
」
「
香
川
大
学
附
属
図
書
館
」
の
惰
円

　
　
　
形
印
を
捺
す
。
巻
第
一
の
初
葉
表
に
「
神
原
家
圓
書
記
」
の
長
方
形
朱
陽
印
、
巻
第
一
の
二
丁
表
右
下
に
「
佐
州
浦
惣
社
守
大
宮

　
　
　
司
」
の
方
形
朱
陰
印
を
捺
す
。
な
お
、
本
書
の
調
査
に
際
し
て
は
、
香
川
大
学
の
佐
藤
恒
雄
氏
の
格
別
の
御
高
配
を
恭
う
し
た
。

　
　
　

　
　
四
　
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
零
本
）

　
　
く

書
型
　
大
本
、
二
巻
二
冊
。
体
裁
、
薄
標
色
表
紙
無
模
様
。
縦
二
七
・
○
糎
、
横
一
九
・
三
糎
。
楮
紙
袋
綴
。

題
籏
　
左
肩
双
辺
に
「
績
松
葉
集
（
第
一
名
醐
）
落
剥
（
第
二
名
緬
）
」
の
印
行
題
籏
を
貼
る
。

内
題
　
尾
題
・
匡
郭
・
柱
刻
・
丁
付
・
丁
数
は
各
々
神
宮
文
庫
蔵
本
に
同
様
で
あ
る
。

刊
記
　
板
元
、
巻
第
四
が
存
せ
ず
な
し
。

印
記
　
各
巻
初
葉
右
肩
上
に
「
和
光
同
塵
」
「
前
田
氏
尊
経
閣
圖
書
記
」
の
方
形
朱
陽
印
を
並
ん
で
捺
す
。

　
以
上
四
本
の
ほ

か
に

『
國
書
線
目
録
』
に
依
れ
ば
「
温
古
堂
丸
山
文
庫
本
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
初
期
に
長
野
県
史

誌
編
纂
に

従
事
し
た
歴
史
家
・
読
書
家
で
あ
っ
た
丸
山
清
俊
（
一
八
一
二
～
一
八
九
七
）
が
蒐
集
し
た
図
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で

は
そ
の
所
在
は
確
認
し
得
ず
、
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ

こ

で
こ

れ
ら
四
本
に
つ
い
て
検
す
る
に
、
神
宮
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
本
を
完
本
と
称
す
る
と
、
香
川
大
学
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
は
零
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本
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
内
容
的
に
は
神
宮
文
庫
本
と
香
川
大
学
本
と
が
、
内
閣
文
庫
本
と
尊
経
閣
文
庫
本
と
が
各
々
合
致
す

る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
巻
第
二
の
十
一
丁
裏
の
「
逢
坂
」
の
項
に
お
い
て
景
物
並
び
に
語
句
等
を
掲
げ
た
五
行
分
〔
▲
山
關
清

水

し
の
薄
」
霧
な
け
き
別
路
春
雨
L
紅
葉
櫻
く
つ
は
む
し
」
東
路
霞
ま
し
ら
夕
立
」
琴
の
音
望
月
の
駒
〕
（
口
絵

第
三
・
四
図
参
看
）
の
有
無
を
挙
げ
得
る
。
こ
れ
は
一
に
は
本
来
存
し
た
も
の
を
削
除
し
た
も
の
か
、
一
に
は
本
来
空
隙
に
な
っ
て
い
た
箇
所

に

埋
木
を

し
た
も
の
か
の
二
通
り
を
考
え
得
る
が
、
四
本
間
に
お
け
る
比
校
か
ら
は
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
判
ら
な
い
。
ま

た
、
相
互
間
に
お
け
る
相
異
は
こ
の
一
箇
所
の
よ
う
で
あ
る
。
『
績
松
葉
集
』
は
初
版
本
の
み
で
、
求
板
再
版
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
同
一
板
木
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
板
元
が
替
わ
る
時
点
で
生
じ
た
現
象
と
見
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
延
宝
三
年
刊
『
書
籍
目
録
』
・
貞
享
二
年
板
『
広
益
書
籍
目
録
巻
三
』
・
元
禄
五
年
刊
『
書
籍
目
録
』
・
元
禄
十
二
年
刊
『
新

版
増
補
書
籍
目
録
』
の
「
歌
書
付
狂
葺
」
部
に
は
「
六
（
冊
）
績
松
葉
集
」
と
あ
り
、
延
宝
三
年
刊
『
新
増
書
籍
目
録
』
（
天
和
三
年
増
修
本
）
・

天
和
元
年
刊

『
書
籍

目
録
大
全
』
の
「
ろ
　
假
名
」
部
に
は
「
四
（
冊
）
績
松
葉
集
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
九
年
・
宝
永
六
年
『
書
籍
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
く
せ
う
え
う
し
う

録
大
全
』
に
は
、
「
う
　
か
な
」
部
、
「
ろ
　
佛
書
」
部
の
二
項
に
「
は
麺
や
　
績
松
葉
集
　
五
匁
五
分
」
と
あ
り
、
正
徳
五
年
『
書
籍
目

録
大
全
』
の
「
う
　
か
な
」
部
に
も
「
は
飢
や
　
綴
鵬
難
鶉
　
五
匁
五
分
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
延
宝
二
年
開
板
本
を
さ
す
も

の

で
あ
ろ
う
が
、
今
は
「
六
冊
本
」
の
伝
存
を
知
ら
な
い
。
香
川
大
学
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
の
よ
う
に
「
名
所
部
」
の
み
の
伝
本
が
現
存

す

る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
四
冊
本
」
を
以
っ
て
完
本
と
称
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
『
松
葉
集
』
の
践

文
に

は
、
「
五
年
も
の
歳
月
を
費
し
て
編
纂
を
卒
業
す
る
と
、
か
な
り
忌
悼
の
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
各
々
の
名
所
に
宗
恵
自
詠
の
和
歌

を
一
首
ず
つ
添
加
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
績
松
葉
集
』
の
「
名
所
部
」
の
染
筆
は
万
治
三
年
（
一
六
六

〇
）
を
さ
ほ
ど
降
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
板
行
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ

『
績
松
葉
集
』
の
各
巻
の
体
裁
は
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
敢
え
て
六
分
冊
に
し
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
因
み
に
、
尾
崎
雅
嘉
の
『
群

　
　
　
　
　
　
註
2

書
一
覧
』
の
当
該
項
で
も
、
「
六
冊
本
」
の
存
在
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
今
後
も
考
究
す
べ
き
点
は
存
す
る
け
れ
ど
も
、
今
は
「
四
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冊
本
」
を
完
本
と
称
す
る
こ
と
に
し
、
か
つ
、
考
察
を
進
め
た
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

三

羅
松
葉
集
』
に
関
す
る
研
究
文
献
と
し
て
は
・
夙
に
は
轟
雅
嘉
の
『
璽
三
撃
佐
村
八
郎
の
『
願
國
書
監
攣
福
井
久
蔵
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
6

の

『
大

日
本
歌
書
綜
覧
』
上
巻
に
各
々
所
収
さ
れ
て
い
る
当
該
項
や
、
近
く
は
小
高
敏
郎
氏
の
御
論
考
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら

を
参
考
し
な
が
ら
、
『
績
松
葉
集
』
の
内
容
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
書
誌
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
第
一
・
巻
第
二
に
は
『
松
葉
集
』

に

倣

い
、
い
ろ
は
別
に
名
所
を
掲
出
し
、
そ
の
名
所
順
に
自
詠
の
名
所
和
歌
を
収
載
し
て
い
る
。
巻
第
三
は
四
季
・
懸
◇
雑
・
誹
譜
・
旅
・

哀
傷
・
鐸
教
・
神
祇
・
賀
の
十
二
部
に
分
類
し
て
詠
歌
を
収
載
し
て
い
る
家
集
、
巻
第
四
は
七
編
の
和
文
を
収
載
す
る
歌
文
集
で
あ
る
。

巻
第
三
・

巻
第
四
に
は

他
人
詠
の

和
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
全
巻
で
は
総
歌
数
一
二
五
九
首
と
な
る
。
そ
れ
ら
を
歌
番
号
に
よ
っ
て
示

せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

巻
第
一

巻
第
二

巻
第

三

（名
所
和
歌
）

（名
所
和
歌
）

誹雑懸冬秋夏春
譜部部部部部部

　
　
　
一
～
　
八
七
二

　
八
七
三
～
一
五
九
四

一
五
九
五
～
一
七
〇
二

一
七
〇
三
～
一
七
八
二

一
七
八
三
～
一
八
七
〇

一
八
七
一
～
一
九
三
二

一
九
三
三
～
一
九
七
〇

一
九
七
一
～
二
〇
四
三

二
〇
四
四
～
二
〇
四
八

八
七
二
首

七
二
二
首

一
〇

八
首

　
八
〇
首

　
八
八
首

　
六
二
首

　
三
八
首

　
七
三
首

　
　
五
首



巻
第
四

賀神繹哀旅
　祇教傷

二
〇
四
九
～
二
〇
五
七

二
〇
五
八
～
二
〇
六
七

二
〇
六
八
～
二
〇
七
二

二
〇
七
三
～
二
〇
七
五

二
〇

七
六
～
二
〇
七
八

二
〇

七
九
～
二
一
五
九

計

　
　
九
首

　
一
〇
首

　
　
五
首

　
　
三
首

　
　
三
首

　
八
一
首

一
＝

五
九

『績松葉集』について238

　
但

し
、
こ
の
中
に
は
宗
恵
詠
の
重
出
歌
一
〇
首
、
他
人
詠
の
和
歌
一
六
首
を
含
ん
で
い
る
の
で
、

和
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
他
人
詠
の
和
歌
を
列
挙
す
る
と
、

　

以

三
法
師

　

宗
　
貞

　

友
　
真

　

空
也
上
人

　

菩
提
寺

　

僧
都
源
信

　

行
基
菩
薩

　

永
観
律
師

の
よ
う
で
あ
り
、

首首首首首首首首
（　（　（．（　（　（　（　（

一一一一一一一
〇

四三三三三三三四
〇九八七六四一〇）　）　）　）　 ）　）　）　）

打
壱
公
軌

各
々
一
首
ず
つ
で
計
一
六
首
を
数
え
る
。

慈
鎮
和
尚

源
空
上
人

蓮
生
法
師

湛
空
上
人

親
鷺
上
人

蓮
如
上
人

善
知
識

延
陀
丸

実
際
に
は
二
＝
三
二
首
が
宗
恵
詠
の

一
首
（一

二

四
一
）

一
首

（
二

一
四
二
）

一
首

（
二

一
四
三
）

一
首
（一

＝

四
四
）

一
首
（一

＝

四
五
）

一
首
（一

＝

四
六
）

一
首
（一

＝

四
七
）

一
首

（
二

一
五
〇
）
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さ
ら
に
、
巻
第
一
・
第
二
の
「
名
所
部
」
に
関
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
『
松
葉
集
』
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

万
治

三
年
（
一
六
六
〇
）
版
本
の
践
文
に
、

　
　
　ー
略
1
し
か
あ
る
に
、
我
国
六
十
よ
こ
く
の
名
所
の
亭
書
あ
つ
む
る
つ
ゐ
て
に
、
一
首
つ
つ
嵜
の
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
事
と
も

　
　
を
、
か
つ
つ
s
く
り
か
き
付
る
事
侍
り
き
、
人
来
て
名
所
の
寄
あ
つ
め
ら
る
s
は
、
我
人
の
た
め
さ
も
侍
ら
ま
し
、
み
つ
か
ら
不
堪

　
　
の

身
と
し
て
、
お
ほ
く
の
寄
よ
み
つ
ら
ね
ら
る
s
は
、
何
の
用
そ
や
、
又
耳
馴
ぬ
名
所
よ
む
事
、
古
来
の
い
ま
し
め
な
り
、
か
た

　
　く
お
そ
れ
有
へ
し
1
略
1
（
読
点
筆
者
）

と
記
し
て
お
り
、
『
松
葉
集
』
に
所
収
し
た
名
所
和
歌
を
踏
ま
え
た
上
で
、
宗
恵
自
ら
の
名
所
和
歌
を
詠
出
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で

あ
る
か
ら
。
『
績
松
葉
集
』
に
は
総
数
一
五
九
四
箇
所
の
名
所
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
名
所
和
歌
は
掲
出
名
所
に
つ
き
、
各
々
一
首
ず
つ

で
計
一
五
九
四
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
松
葉
集
』
が
全
国
を
五
畿
七
道
（
七
道
を
国
別
に
細
分
し
て
、
五
畿
内
六
十
三
箇
国
）
に
別
け
、
総
数

二
四
四
六
箇
所
に

及
ぶ
名
所
を
掲
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
約
三
分
の
二
に
相
当
す
る
。
但
し
、
名
所
の
選
択
の
基
準
を
何
処
に
お
い
て
い

る
か
な
ど
の
点
は
判
然
と
は
判
ら
な
い
。
更
に
検
討
を
加
え
た
い
。
読
合
す
べ
き
景
物
な
ど
は
、
名
所
及
び
詠
歌
と
は
区
別
し
て
、
諸
書

に
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
頭
書
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
概
ね
、
初
め
に
『
松
葉
集
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
景
物
を
、
次
に

証
歌

の
一
部
分
や
語
句
を
記
し
て
い
る
。
事
実
、
『
松
葉
集
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
に
合
致
す
る
。
ま
た
、
名
所
及
び
名
所
の
掲

出
順
序
で
は
二
、
三
箇
所
の
例
外
を
有
す
る
も
の
の
『
松
葉
集
』
に
准
拠
し
て
い
る
こ
と
も
言
う
に
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比

校
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
副
次
的
所
産
で
あ
る
こ
と
の
証
左
を
確
認
し
得
る
。

四

『
績
松
葉
集
』
以
外
の
文
献
に
見
ら
れ
る
宗
恵
の
和
歌
・
詠
草
類
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
今
日
ま
で
の
資
料
の
渉
猟
・
検
索
を
通
し

て
披
見
し
得
た
も
の
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
ゴ
シ
ッ
ク
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
解
説
の
た
め
に
仮
に
施
し
た
。
ま
た
、
〈
∨
の
漢
数
字
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は
『
績
松
葉
集
』
の
歌
番
号
を
示
す
。
）

　
①

『
正
木
の

か

つ
ら
』
〈
山
本
春
正
・
清
水
宗
川
撰
、
延
宝
二
年
序
∨

　
　
　
巻
第
七
　
恋
歌
上

　
　
　
　

（
忍
恋
）

　
1
み
た
る
と
も
人
に
は
見
え
し
恋
衣
心
の
お
く
の
し
の
ふ
も
ち
す
り

　
②

『
貞
徳
二
十
五
回
忌
追
福
千
首
和
歌
』
〈
延
宝
六
年
板
、
内
閣
文
庫
蔵
V

　
　
　
追
福
千
首
和
歌

乾

　
　
　
　

（春
）

　
　
　
　

（糸
遊
）

2
し
つ
は
た
に
み
た
れ
も
や
ら
す
春
風
の
長
閑
け
き
空
に
遊
ふ
糸
ゆ
ふ

　
　
　
　

（夏
）

　
　
　
　
庭
夏
草

　
3
庭
の
面
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
心
に
し
な
き
物
く
さ
の
し
け
ら
す
も
か
な

　
　
　
　

（秋
）

　
　
　
　

（七
夕
）

4
あ
ま
の
川
こ
よ
ひ
う
ち
は
し
わ
た
つ
み
と
あ
れ
に
し
床
の
塵
や
は
ら
は
ん

　
　
　
　

（稲
妻
）

内
海
宗
恵
（
長
右
衛
門
）

内
海
宗
恵

内
海
宗
恵

内
海
宗
恵

　
宗
　
恵

『
長
繍
子
全
集
』
第
四

巻
所
収
（
古
典
文
庫
刊
）

　
　
　
　
〈
一
九
三
五
V

『
貞
徳
家
集
』
下
巻
所

収
　
　
（
古
典
文
庫
刊
）

　
　
　
　
△
奎
七
V

　
　
　
　
〈
三
八
＝
▽
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5
わ
つ
か
な
る
ひ
か
り
の
ま
に
も
草
の
葉
の
露
を
も
と
め
て
宿
る
い
な
つ
ま

　
　
　

夕
萩

6
紫
の
色
に
咲
ぬ
る
は
な
な
れ
は
露
も
く
た
く
る
萩
の
ゆ
ふ
か
せ

　
　
　

待
月

7
秋
の
よ
の
長
し
て
ふ
名
は
つ
く
く
と
月
ま
つ
く
れ
や
は
し
め
成
ら
ん

　
　
　
暮
秋

8
風
の
ま
へ
に
残
る
木
葉
も
あ
る
物
を
お
し
む
に
秋
の
な
と
か
と
ま
ら
ぬ

　
　
追
福
千
首
和
歌
　
坤

　
　
　
　
（
恋
）

　
　
　
祈
身
恋

9
あ
は
て
の
み
我
恋
し
な
は
い
か
s
せ
ん
千
世
も
と
身
を
や
先
い
の
ら
ま
し

　
　
　
寄
石
恋

10

年
ふ
れ
は
軒
の
雫
に
石
た
に
も
あ
と
あ
る
物
と
人
は
し
ら
す
や

　
　
　

（雑
）

　
　
　

（窓
竹
）

11

ふ

る
雨
に
軒
の
く
れ
竹
う
ち
な
ひ
き
は
る
れ
は
く
ら
き
窓
の
う
ち
哉

③

『
名
所
歌
集
　
二
編
』
〈
堀
尾
光
久
編
輯
・
西
田
惟
恒
校
正
、
嘉
永
七
年
板
V

　
　
上
巻

宗
　
恵

宗
　
恵

宗
　
恵

宗

恵

宗
　
恵

宗
　
恵

△
会
▽

△
八
六
九
∨

〈

九
酉
∨

〈

窒
oV

　
　
　
　
　
〈
二
〇
二
（
＞

13

を
例
外
と
し
て
原
本
で

は
、
歌
題
・
詞
書
、
和
歌
、

作
者
名
と
一
行
書
き
に
な

っ

て
い

る
。
こ
こ
で
は
組

版
の
都
合
で
二
行
書
き
に

し
た
。
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○
羽
東
山
　
摂
津
能
勢
郡

　
　
　
山
夏
月

12

月
か
け
の
は
つ
か
の
山
の
つ
か
の
間
に
明
る
も
を
し
き
短
夜
の
空

　
　
　
○
白
雲
谷
　
同
（
‖
山
城
）
同
（
1
1
愛
宕
）
郡

　
　
　
玄
琢
法
印
の
山
荘
白
雲
渓
と
い
ふ
所
に
て

13

こ

と
し
け
き
都
を
よ
そ
に
し
ら
雲
の
谷
の
心
や
し
つ
か
な
る
ら
ん

　
　
　
○
紅
葉
洞
　
大
和
十
市
郡

　
　
　
洞
月

14

静

な
る
も
み
ち
の
ほ
ら
の
秋
の
空
た
れ
わ
か
宿
の
月
と
見
る
ら
ん

　
　
中
巻

　
　
　
○
穂
坂
牧
　
甲
斐
　
巨
摩
郡

　
　
　
恋
の
寄
中
に

15

草
を

淺
み
か

く
る
と
す
れ
と
我
懸
は
ほ
さ
か
の
駒
の
荒
て
見
ゆ
ら
し

　
　
　
○
唐
琴
泊
　
備
前
児
島
郡

　
　
　
旅
泊

16

か

ら
こ
と
の
と
ま
り
と
き
け
は
ふ
る
さ
と
の
友
を
し
そ
思
ふ
浪
の
し
ら
へ
に

　
　
　
○
虫
明
迫
門
　
備
前
邑
久
郡

　
　
　
虫
明
瀬
戸
に
て

17

故
郷
を
お

も
へ
は
秋
の
野
へ
な
ら
て
音
を
の
み
ら
な
く
む
し
あ
け
の
せ
と

六
字
堂

宗

恵

宗
　
恵

宗
　
恵

宗

恵

宗
　
恵

〈

三
一
V

〈
二
〇
三
九
V

△
五
四
八
〉

△
九
≡
∨

〈
四
≡
∨

〈
六
些
▽
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○
薩
摩
迫
門
　
薩
摩

　
　
　
海
路

18

船
人
の
い

き
も
つ
き
あ
へ
す
さ
つ
ま
潟
せ
と
の
汐
さ
ゐ
す
き
か
て
に
し
て

　
　
　

○
出
雲
川
　
出
雲
出
雲
郡

　
　
　
哀
傷

19

闘
り
こ
ぬ
水
そ
か
な
し
き
い
つ
も
川
い
つ
も
絶
せ
ぬ
流
れ
な
れ
と
も

　
　
　
○
狐
川
　
　
同
（
1
1
山
城
）
　
乙
訓
郡

　
　
　

川

20

世
の

中
の
人
は
か
る
て
ふ
き
つ
ね
川
見
な
る
s
袖
も
猶
こ
こ
ろ
せ
よ

④

「
宗
恵
和
歌
詠
草
八
月
＋
五
夜
」
〈
一
軸
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
∨

　
　
　
八
月
十
五
夜

21

今
夜

う
し
と
立
ま
ふ
雲
の
雨
そ
s
き

　
　

あ
ま
り
さ
や
け
き
月
の
ひ
か
り
を

22

雪
と
み
え
し
月
の
光
に
ふ
り
そ
ふ
る

　
　
今
夜
の
雨
や
み
そ
れ
な
る
ら
ん

23

今
夜

と
て
待
つ
る
山
の
眉
な
ら
て

　
　
雲
に

こ
も
れ
る
月
そ
い
ふ
せ
き

24

世
中
の
人
の
秋
に
は
あ
は
し
と
や

宗
　
恵

宗
　
恵

宗
　
恵

宗

恵

〈
三
吾
∨

〈
八
九
V

〈
三
莞
V

∧

日

絵
七
図
参
看
V
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今
夜
の

月
の
雲
に
か
く
る
S

　
25

名
に
し
お
へ
る
面
ふ
せ
に
や
成
ぬ
へ
き

　
　
　
今
夜
の
月
の
曇
は
て
な
は

　
⑤

『
和
歌
五
十
人
一
首
』
〈
宮
川
松
堅
編
、
享
保
八
年
板
∨

　
　
　
　
竹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
恵
　
頬
壇
野

　
26

竹
そ
よ

く
音
た
に
た
え
て
木
に
も
あ
ら
す
草
と
も
見
え
す
う
つ
む
し
ら
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
完
一
七
〉

　
⑥

『
貞
徳
追
善
和
嵜
』
〈
弘
化
三
年
写
、
市
古
貞
次
氏
蔵
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
貞
徳
家
集
』
上
巻
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
　
　
（
古
典
文
庫
刊
）

　
　
　
　
月
前
鹿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幡
磨
長
右
衛
門
秀
重

　
27

い

と
は
れ
て
妻
や
こ
ふ
ら
ん
雲
も
な
く
な
き
た
る
月
に
を
鹿
鳴
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
六
三
〉

　
　
　
　
惜
歳
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
　
重

　
28

来

る
方
も
思
へ
は
よ
し
や
芳
野
川
な
か
る
s
と
し
の
お
し
き
心
に

　
　
　
　
寄
露
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
　
重

　
29

佗
ぬ
れ
は

煙
絶
に

し
塩
釜
の
う
ら
や
ま
れ
ぬ
る
我
思
ひ
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
完
四
〇
∨

　
①

『
正
木
の

か

つ

ら
』
に
は
「
正
木
葛
作
者
考
」
に
「
内
海
長
右
衛
門
宗
恵
　
一
首
」
と
あ
る
よ
う
に
一
首
の
み
所
収
さ
れ
て
い
る
。

「
巻
第
七
　
恋
歌
上
」
に
「
忍
恋
」
の
歌
題
で
「
法
橋
収
玄
」
と
並
ん
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
績
松
葉
集
』
で
は
第
三
句
が
「
い
つ
と
て

も
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
巻
三
　
懸
部
」
に
「
忍
懸
」
の
歌
題
で
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　
②

『
貞
徳
二
十
五
回
忌
追
福
千
首
和
歌
』
（
題
籏
は
単
に
「
追
福
千
首
和
歌
」
と
な
っ
て
い
る
）
の
中
に
は
合
計
一
〇
首
の
和
歌
が
所
収
さ
れ
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て
い

る
。
こ
の
中
で
3
・
5
・
8
・
9
牢
1
0
・
1
1
の
六
首
は
『
績
松
葉
集
』

遊
」
と
な
っ
て
い
る
。
6
・
7
は
『
績
松
葉
集
』
巻
三
、
秋
部
に
、

　
　
　
　
萩
露

　
　
　
　
く
夕
　
萩
V

　
　

む
ら
さ
き
の
色
に
咲
ぬ
る
花
よ
り
も
露
そ
く
た
く
る
風
の
萩
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
な
れ
は
〉
〈
も
∨
　
　
　
　
〈
萩
の
ゆ
ふ
か
せ
∨

の

所
収
歌
に

同
じ
で
あ
る
。
2
は
歌
題
の
「
遊
糸
」
が
「
糸

〈
六
〇
五
〉

　
　
待
月

秋
の
夜
の
長
し
て
ふ
名
は
つ
く
く
と
月
待
よ
ひ
や
初
な
り
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
れ
∨
　
　
　
　
〈
ら
〉

〈
六
三
五
∨

と
各
々
所
収
さ
れ
て
い
る
。
6
は
三
句
以
降
に
異
同
が
あ
り
、
歌
題
も
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
単
な
る
異
同
と
す
る
に
は
少
し
く
問
題
が
残

る
。
本
来
別
箇
の
歌
で
あ
っ
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
は
証
左
と
す
べ
き
資
料
も
な
い
の
で
臆
測
の
域
を
出
な
い
。
7
は
下
句
に
少
異
が

あ
る
。
ま
た
、
『
追
福
千
首
和
歌
』
は
、
吉
田
幸
一
先
生
が
「
二
十
五
回
忌
の
追
福
千
首
は
、
延
宝
五
年
に
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
会
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
7

者
、
門
弟
の
長
老
和
田
以
悦
を
は
じ
め
と
し
て
北
村
季
吟
ら
百
二
十
五
名
の
多
数
に
達
し
、
貞
門
一
派
の
壮
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
開
催
さ
れ
た
歌
会
で
あ
る
。
今
、
『
追
福
千
首
和
歌
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
宗
恵
詠

の
一
〇
首
が
、
こ
の
歌
会
に
お
け
る
詠
出
歌
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
が
生
ず
る
。
一
つ
に
は
宗
恵
の
没
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
8

あ
る
。
か
つ
て
、
小
高
氏
は
「
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
、
六
十
余
歳
乃
至
は
七
十
歳
前
後
の
世
寿
で
没
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
二
つ
に
は
『
績
松
葉
集
』
の
成
立
年
時
で

あ
る
。
そ
の
践
文
及
び
刊
記
に
よ
れ
ば
延
宝
二
年
三
六
七
四
）
八
月
初
旬
以
降
で
あ
る
が
、
三
年
降
っ
た
延
宝
五
年
の
成
立
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
『
追
福
干
首
和
歌
』
の
出
詠
者
を
検
す
る
と
、
貞
徳
門
下
の
深
草
元
政
（
一
六
二
一
二
～
一
六
六
八
）
、
加
藤
盤
斎
二
六

一
二

～
一
六
七
四
）
な
ど
の
詠
歌
が
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
延
宝
五
年
以
前
に
没
し
た
門
人
の
詠
歌
を
も
所
収
し
て
い
る
こ
と
が
判
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か

る
。
し
た
が
、
っ
て
、
、
宗
恵
の
和
歌
一
〇
首
も
こ
の
歌
会
に
お
い
て
実
際
に
出
詠
し
た
も
の
で
は
な
く
、
『
績
松
葉
集
』
中
よ
り
選
歌
さ

れ

て
、
『
追
福
千
首
和
歌
』
の
然
る
べ
き
箇
所
に
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
宗
恵
の
没
年
並
び
に
『
績
松
葉
集
』

の
成
立
年
時
に

関
す
る
問
題
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
．
刊
『
書
籍
目
録
』
に
「
六
　
績
松
葉
集
」
と
所
見
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や

は

り
、
延
宝
三
年
以
前
に
板
行
さ
れ
た
と
考
え
得
る
し
、
宗
恵
の
没
年
に
関
す
る
小
高
氏
の
推
定
か
ら
一
歩
も
出
る
も
の
で
は
な
い
。
但

し
、
4
に
関
し
て
は
『
績
松
葉
集
』
や
そ
の
他
の
文
献
に
所
収
を
見
な
い
の
で
、
今
後
の
検
討
を
侯
つ
。

　
③

『
名
所
歌
集
　
二
編
』
に
は
合
計
九
首
の
和
歌
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
『
名
所
歌
集
　
二
編
』
（
堀
尾
光
久
編
輯
、
西
田
惟
恒
校
正
）
は
嘉

永
七
年

（
一
八
五

四
）
板
行
さ
れ
た
も
の
で
上
・
中
・
下
三
冊
か
ら
成
る
。
宗
恵
の
和
歌
は
上
・
中
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
下
巻
の
「
名

所
歌
集
二
編
作
者
姓
名
録
」
「
ソ
」
の
項
に
は
「
宗
恵
京
六
字
堂
」
と
あ
る
が
、
重
出
作
者
「
ソ
」
の
項
に
は
見
い
出
し
得
な
い
。
1
2
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

20

は

す
べ
て
『
績
松
葉
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
1
2
の
「
山
夏
月
」
、
1
4
の
「
洞
月
」
、
1
5
の
「
恋
の
寄
中
に
」
、
1
6
の
「
旅

泊
」
、
1
7
の
「
虫
明
瀬
戸
に
て
」
、
1
8
の
「
海
路
」
、
2
0
の
「
川
」
の
各
々
の
歌
題
及
び
詞
書
は
『
績
松
葉
集
』
に
は
な
く
、
編
者
の
堀
尾

光
久
が

編
輯
に
際
し
て
施
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
1
3
及
び
1
9
の
詞
書
・
歌
題
は
、
本
来
『
績
松
葉
集
』
に
存
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
名
所
歌
集
　
二
編
』
の
編
纂
に
際
し
て
選
ば
れ
た
宗
恵
の
和
歌
は
『
績
松
葉
集
』
に
依
処
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
因
み
に
、
同
じ
く
堀
尾
光
久
編
輯
に
な
る
『
近
世
名
所
歌
集
』
（
初
編
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
板
行
）
に
は
一
首
も
所
収
を
見
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
9

　
④

「
宗
恵
和
歌
詠
草
八

月
＋
五
夜
」
に
関
し
て
は
す
で
に
小
高
氏
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
2
1
～
2
5
の
宗
恵
の
和
歌
五
首
と
貞
徳
の
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
0

草
一
首
と
が
各
々
の
筆
蹟
で
書
記
さ
れ
て
い
る
。
添
付
の
極
書
に
は
「
松
永
貞
徳
稔
酷
酔
妖
和
恵
筆
神
田
喜
兵
衛
」
（
口
絵
七
図
参
看
）
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
1

小
高
氏

は
宗
恵
の
筆
蹟
に
関
し
て
「
文
字
は
歌
人
流
の
字
だ
が
、
癖
も
強
く
な
く
、
な
か
な
か
整
っ
て
い
て
、
宗
恵
の
人
柄
を
思
わ
せ
る
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
自
筆
の
詠
草
は
殆
ど
伝
存
を
見
な
い
今
日
、
宗
恵
の
筆
蹟
を
知
る
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
か
つ
両
者
の
師
弟
関
係

を
裏
付
け
る
直
接
的
資
料
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詠
草
は
『
績
松
葉
集
』
に
は
す
べ
て
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
貞
徳
の
「
中
天
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
2

雨
に
こ
よ
ひ
は
お
り
は
て
s
月
の
あ
た
り
は
雲
や
な
か
ら
ん
」
の
一
首
も
『
遣
遊
集
』
や
詠
草
類
な
ど
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
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れ
に

し
て
も
『
績
松
葉
集
』
『
遣
遊
集
』
な
ど
の
編
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
3

　
⑤
『
和
歌
五
十
人
一
首
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
本
歌
の
原
本
（
写
本
及
び
版
本
）
は
未
見
で
あ
り
、
小
高
氏
の
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
依
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
む

た
。
検
す
る
に
、
「
六
丁
堂
」
は
原
本
の
儘
に
翻
字
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
漢
字
・
か
な
の
違
い
は
存
す
る
が
、
『
績
松
葉
集
』
の
「
冬
部
」

に

所
収
さ
れ
て
い
る
一
九
一
七
番
歌
に
該
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
5

　
⑥
『
貞
徳
追
善
和
寄
』
に
関
し
て
は
す
で
に
市
古
貞
次
氏
及
び
吉
田
幸
一
先
生
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

八
月
二
十
日
、
松
永
貞
徳
が
中
心
と
な
っ
て
、
藤
原
定
家
四
百
年
忌
と
細
川
幽
斎
三
十
三
回
忌
と
を
光
明
院
で
開
催
し
た
歌
会
の
全
貌
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
定
家
卿
の
「
月
の
百
首
」
、
幽
斎
の
「
四
季
五
十
首
」
、
及
び
貞
徳
独
詠
の
　
「
法
楽
和
歌
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
註
1
6

首
」
の
計
二
四
九
首
の
詠
歌
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
2
7
～
2
9
三
首
の
作
者
は
「
幡
磨
長
右
衛
門
秀
重
」
と
あ
り
、
「
久
重
」
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

い
。
し
か
し
、
「
幡
磨
」
は
、
夙
に
小
高
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
町
人
考
見
録
」
に
所
載
す
る
「
播
磨
屋
長
右
衛
門
」
の
屋
号
を
さ

す
の

で
あ
ろ
う
。
2
7
・
2
9
の
二
首
は
、
『
績
松
葉
集
』
に
は
各
々
「
定
家
卿
四
百
年
忌
に
」
の
詞
書
が
あ
り
、
同
歌
題
で
所
収
さ
れ
て
い

る
。
但
し
、
2
7
は
「
定
家
卿
四
百
年
忌
」
の
「
月
の
百
首
」
に
詠
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
2
9
は
2
8
と
共
に
「
幽
斎
法
印
三
十
三
回
忌
」

の

「
四
季
五
十
首
」
に
詠
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
績
松
葉
集
』
の
詞
書
は
誤
り
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
2
8
は
『
績
松

葉
集
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
幽
斎
法
印
三
十
三
回
忌
」
の
席
上
で
の
詠
歌
で
あ
り
、
出
詠
者
が
「
秀
重
」
で
あ
る
こ
と
か
ら

同
一
人
物
に
よ
る
詠
歌
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
秀
重
」
の
名
は
、
爾
後
数
次
に
亙
っ
て
開
催
さ
れ
た
貞
徳
の
追
悼
の
歌
会
な
ど
に
も
絶
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

て
見
い

出
し
得
な
い
。
今
、
充
分
な
考
察
を
せ
ず
に
「
秀
重
」
と
「
久
重
」
と
を
同
一
人
物
視
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
他
資
料
の
出

現
を

侯
ち
た
い
。

　
以
上
、
①
～
⑥
の
文
献
に
所
収
さ
れ
て
い
る
和
歌
二
九
首
に
関
す
る
考
察
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、

　
『
績
松
葉
集
』
所
収
歌
　
1
・
2
・
3
・
5
・
8
・
9
・
1
0
・
1
1
・
1
2
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6
・
1
7
・
1
8
・
1
9
・
2
0
・
2
6
・
2
7
・
2
9

　
『
績
松
葉
集
』
所
収
類
似
歌
6
・
7



　
『
績
松
葉
集
』
非
所
収
歌
　
4
・
2
1
・
2
2
・
2
3
・
2
4
・
2
5
・
2
8

の

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
非
所
収
歌
七
首
を
検
討
す
る
と
、
4
は
『
追
福
千
首
和
歌
』
一
〇
首
中
の
九
首
が
所
収
歌
で
は
あ
る

が
、
歌
会
に
お
け
る
実
際
の
詠
歌
で
は
な
く
、
編
撰
者
の
誤
り
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
宗
恵
詠
と
は
断
言
し
得
な
い
。
2
1
～
2
5
は
、
他
に

宗
恵
の

自
筆
蹟
を
披
見
し
得
な
い
現
在
、
筆
蹟
を
鑑
定
す
る
術
を
持
た
な
い
が
、
神
田
喜
兵
衛
の
極
書
に
よ
れ
ば
宗
恵
詠
と
認
め
ら
れ
よ

う
。
2
8
は
「
秀
重
」
な
る
人
物
の
解
明
が
侯
た
れ
る
が
、
2
7
・
2
9
二
首
と
同
一
人
物
の
詠
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
秀
重
」

が
宗
恵
と
別
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
2
7
・
2
8
・
2
9
は
他
人
詠
と
な
る
が
、
三
首
の
中
二
首
が
『
績
松
葉
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
の
で
、

宗
恵
詠
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
宗
恵
詠
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
更
に
考
察
を
加
え
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
が
、
相
互
の
補
訂
に
資
す
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五
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以

上
、
『
績
松
葉
集
』
の
諸
伝
本
、
内
容
と
そ
の
他
の
問
題
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
か
つ
て
、
小
高
氏
は

近
世
歌
学
史
や
近
世
和
歌
史
に

お
い
て
は
全
く
名
を
知
ら
れ
て
い
な
い
と
も
言
え
る
宗
恵
に
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
五
歳
を

も
費
し
て
『
松
葉
集
』
を
編
纂
し
、
『
績
松
葉
集
』
の
よ
う
な
家
集
を
遺
し
た
功
績
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
『
績
松
葉
集
』
の
存

在
は

注

目
に
価
す
る
。
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
宗
恵
像
の
解
明
に
資
す
る
数
多
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
に
は
止
ま
ら
ず
、
家
集
・
歌
文
集

を

通
し
て
、
江
戸
初
期
の
町
人
歌
人
（
地
下
歌
人
）
の
生
涯
を
具
体
的
に
知
る
た
め
の
、
恰
好
な
資
料
を
も
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が

ら
、
今
日
、
全
巻
の
翻
刻
が
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
に
思
い
、
そ
の
全
貌
を
公
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
宗
恵
及
び
周
辺
の
人
々
に
関
す
る

一
資
料
に
な
れ
ば
と
考
え
た
わ
け
で
あ
り
、
他
意
は
な
い
。

　
今
後
も
、
資
料
の
渉
猟
を
通
し
て
の
疑
問
点
の
解
明
に
努
め
、
家
集
に
関
す
る
考
察
な
ど
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
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註註21註註43註
5

註註註註註109876註註1211

『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
第
四
章
第
一
節
、
二
六
九
頁
～
二
九
三
頁
。

『
群
書
一
覧
』
（
尾
崎
雅
嘉
編
著
）
名
所
類
巻
之
六
（
享
和
元
年
版
本
六
冊
）

　
　
績
松
葉
集
　
四
巻
　
同
上
（
‖
宗
恵
）

　
　
ヘ
ソ
シ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ
ブ
ツ

松
葉
集
編
輯
の
つ
い
で
に
名
所
ご
と
に
み
つ
か
ら
の
歌
一
首
づ
s
よ
み
た
る
を
績
集
と
し
頭
書
に
そ
れ
ら
の
名
所
の
讃
合
の
影
物
を
し
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ス

巳

上
第
一
巻
よ
り
第
三
巻
に
至
る
　
第
四
巻
に
は
自
作
の
和
文
七
篇
を
載

註
2
に
同
じ
。

『

甑
國
書
解
題
』
（
佐
村
八
郎
著
）
三
四
一
～
三
三
頁

ぞ
く
し
よ
う
え
ふ
し
ふ

　
　
績
松
葉
集
　
四
巷
　
　
借
　
宗
恵

先
著
『
松
葉
名
所
和
歌
集
』
十
六
巻
に
漏
れ
た
る
を
拾
ひ
、
且
、
各
名
所
毎
に
自
詠
一
首
つ
つ
を
添
へ
て
編
輯
し
、
題
書
に
は
名
所
讃
合
の

景
物
を
記
せ
り
。
但
し
第
四
の
一
巻
に
は
自
作
の
和
文
七
編
を
収
め
た
り
。

『
大

日
本
歌
書
綜
覧
』
上
巻
（
福
井
久
蔵
編
著
）
三
八
九
～
三
九
〇
頁
。

　
　
績
松
葉
集
　
　
大
四
巻
　
　
　
　
同
（
‖
宗
恵
）

巻
一
二
に
は
い
ろ
は
順
に
名
所
と
歌
を
畢
げ
、
巻
三
に
は
春
夏
秋
冬
、
懸
、
雑
、
俳
譜
、
旅
、
哀
傷
、
稗
教
、
神
祇
、
賀
の
十
二
部
に
分
ち

自
家
の
歌
を
載
せ
、
巻
四
に
て
そ
の
文
七
編
を
載
せ
、
頭
書
に
は
讃
合
す
べ
き
景
物
歌
詞
を
載
す
。
延
實
二
年
寅
の
葉
月
初
め
つ
方
あ
る
に

し
た
か
ふ
軒
端
に
て
は
し
り
書
き
侍
り
と
あ
り
。
吉
野
屋
惣
兵
衛
板
行
す
。

註
1
に
同
じ
、
二
八
三
頁
～
二
八
五
頁
。

『貞
徳
家
集
』
下
巻
（
古
典
文
庫
刊
）
、
三
七
九
頁
～
三
八
〇
頁
。

註
1
、
註
6
に
同
じ
、
二
七
一
頁
。

註
1
、
註
6
、
註
8
に
同
じ
、
二
八
五
頁
～
二
八
六
頁
。

「
和
漢
書
書
古
筆
鑑
定
家
印
譜
」
に
徴
す
れ
ば
、
古
筆
家
神
田
喜
兵
衛
に
該
当
す
る
。
神
田
喜
兵
衛
は
「
神
田
道
智
男
正
徳
元
年
七
月
二
九
日

没
七
十
五
　
名
定
恒
　
道
僖
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

註
1
、
註
6
、
註
8
、
註
に
同
じ
、
二
八
五
頁
。

『貞
徳
家
集
』
上
・
下
巻
（
古
典
文
庫
刊
）
。



註
1
3
　
註
1
、
註
6
、
註
8
、
註
9
、
註
1
0
に
同
じ
、
二
九
二
頁
。

註
1
4
　
「
国
文
白
百
合
」
5
号
　
昭
4
9
・
3
。
「
貞
徳
の
和
歌
に
関
す
る
「
資
料
（
翻
刻
・
解
題
）
」
、
八
二
頁
～
九
三
頁
。

註
1
5
　
『
貞
徳
家
集
』
上
巻
（
四
二
六
頁
～
四
六
五
頁
）
に
「
貞
徳
追
善
和
寄
」
と
し
て
翻
刻
を
収
載
。
な
お
、
下
巻
（
二
三
五
頁
～
二
三
八
頁
）
に

　
　
　
解
説
が
あ
る
。

註
1
6
　
『
誹
家
大
系
図
』
に
「
貞
徳
ー
宗
恵
　
内
海
氏
、
通
称
長
右
衛
門
、
名
久
重
、
六
字
堂
ト
号
ス
。
ー
略
ー
」
と
収
載
さ
れ
て
お
り
、
宗
恵
の
名

　
　
　
は
「
久
重
」
で
あ
る
。
称
謂
な
ど
に
関
し
て
は
小
高
民
の
論
考
を
参
看
さ
れ
た
い
。

〔附
記
〕
　
草
稿
に
際
し
て
、
吉
田
幸
一
先
生
よ
り
種
々
の
御
教
示
を
賜
り
、
ま
た
、
『
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
並
び
に
『
貞
徳
家
集
』
上
・
下
巻
よ

　
　
　
　
り
は
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
甚
大
で
あ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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